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研究成果の概要（和文）：教師の質をめぐるアカウンタビリティ政策を導入した各国地域で観察される（１）教
師の専門職アイデンティティの希薄化，（２）教職の魅力低下，（３）教員離職率の増加の課題に注目し，教師
の職業アイデンティティとその形成に係る先行研究と，諸外国での実態調査から，教師の専門性及び資質能力を
要素分解的に定義・測定する行動主義的質保証アプローチの有効性が限定的であること，専門職アイデンティテ
ィを無効化すること，教職の魅力低下と脱専門職化に直結することを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The study focuses on the issues of (1) the dilution of teachers' 
professional identity, (2) the decline in the attractiveness of the teaching profession and (3) the 
increase in teacher turnover observed in the systems that have introduced accountability policies 
for teacher quality. It was examined the effectiveness and limitations of the behaviourist quality 
assurance approach in defining and measuring teachers' professional competencies. Based on previous 
studies on teachers' professional identity and its formation, as well as surveys of the actual 
situation in other countries, it was found that the behaviourist quality assurance approach, which 
defines and measures teachers' professional and qualitative competences in an elemental and 
decompositional manner, is of limited effectiveness, invalidates professional identity and is 
directly linked to the decline in the attractiveness of the teaching profession and the 
de-professionalisation of the profession. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
教師に求められる職能を資質能力に要素分解し，これをスタンダードや指標として用いる制度的質保証メカニズ
ムを前提にする教員政策の課題と理論的限界を明らかにした。これに合わせて主に欧州諸国で再検討が進む教師
の継続的な職能開発の制度的質保証をめぐる教員政策の現状を調査し，専門職性に伴う学びと教員を組織として
捉え包摂的な機会保障を図るウェールズ（英）で進む教師教育政策の改革について整理した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
教師教育の高度化・専門化をめぐる教員政策と研究の動向は、養成前・養成段階・採用・初期研
修・継続的研修を踏まえ、教職キャリア全体を体系的に捉える方向で展開している。しかしなが
ら以下に示す２点の課題は、わが国の教師教育研究が＜教師の専門性＞をめぐる普遍的知見の
追究を難しくしている。 
 第一の課題は、教員の養成・採用・研修を接続する実証研究に支えられた共通基盤（共通言語）
の不在にある。大学と教育委員会との連携/協働が推進されているが、その多くは人的交流や知
見の共有にとどまる。組織障壁を越えた有機的な連携/協働を具体化するために、実証研究が支
えるエビデンスを共通言語として、教師教育の普遍的知見を追究する取り組みが不足している。 
 第二の課題は、教師教育研究における普遍的知見を探究する実証研究の不足である。教育研究
者の多くが大学に籍を置くわが国では、養成段階の研究に偏る傾向があり、このため、教職キャ
リア全体をとらえた教師教育課題を追究する実証研究が相対的に少ない。さらに、研究の対象・
関心の多くがドメスティックに閉じており、教師教育政策・研究を国際的文脈に位置付け、普遍
的な知見を探究することについても積極的とは言えない。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、教員の養成/採用/研修を一体化する制度改革や「教員育成指標」の策定において参
照軸となる＜教師の専門性＞とその検討に必要な実証的知見の構築を図る。教職スタンダード
に係わる教師教育改革の政策的・学術的な国際動向から、＜教師の専門性＞を定義・測定する共
通指標を探索するとともに、わが国の教員集団の意識の実態と対比することで、教師教育の研究
と政策判断に資する普遍的知見となり得る要素を探る。 
 
 
３．研究の方法 
 
国際比較研究の方法を採用する。特に「教職スタンダード」に係わる政策的・学術的動向を対
象に，スタンダードの構成要素と測定方法、さらに関連した実証研究事例を収集し検討する。そ
のうえで、わが国の教員政策における教師の職能開発と質保証のレトリックを分析し，教師の職
能向上に係わる主体の特定と主体的行動（主体性）の形成・維持に貢献する因子を特定する。 
 
 
４．研究成果 
 

 
教師の資質能力形成と質保証を目的にした教師の継続的な学びとその制度に介入するアカウン
タビリティ政策を導入した各国地域で観察される（１）教師の専門職アイデンティティの希薄化，
（２）教職の魅力低下，（３）教員離職率の増加の課題に注目し，教師の職業アイデンティティ
とその形成に係る先行研究を実施した。この結果，教師の専門性・資質能力の構成要素を外的に
定義して測定する共通指標を前提にする政策と実践のアプローチの有効性は限定的であり，教



師の質保証アプローチとして理論的・実践的に限界があること，そしてその限界が教師の専門職
アイデンティティにネガティブに機能することを実証的に示した。 
 

 
教師に求められる資質能力を定義・指標化することで，教師の専門職性を保証・強化できるか？
の問いについては，先行研究から教職の専門職性がいくつかの段階を経て発展することを示し，
各段階での教師と教職の様相を明らかにした。 

1. 前専門職段階  〜 寺子屋などにみられる「知識や技能」をもつ個人による教育。塾
講師などもこれに相当。 

2. 自立した専門職段階  〜 教育実践の行為に関わる専門的知識や技能（eg. PCK）の
修得によって専門職性を獲得する段階（免許・資格制度の段階） 

3. 協働する専門職段階  〜 複雑で多様な教育実践上の《要求》に協働して応答する
「期待に応える」専門職性の段階（外部評価に応答する段階） 

4. 高度に自律的な専門職段階  〜 複雑で多様な教育実践上の《課題》を協働して克
服する自律的な行動主体としての専門職性の段階（自律的責任主体の段階） 

 
この結果，「教師の外部で設定された指標」に応答することで「専門職性の認証」を図るアプロ
ーチは，教師の自律的判断を阻害し，「脱専門職化」を加速することが観察された。  
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